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新領域「希望（のぞみ）」

幼小中一貫教育校における研究推進マネジメント

一文部科学省研究開発指定3年間の研究主任の業務を通して一

松　本　裕　子

1　はじめに

　本学校園は，研究開発課題を「社会的自立の基

礎となる能力・態度及び価値観の体系的な育成の

ための，幼小中一貫の新領域による自己開発型教

育の研究開発」とした文部科学省研究開発校（平

成24年度～26年度）の指定が今年度で終了する。

その成果や課題については，本年度の報告書・別

冊にまとめ提示することができた。

　私は，この研究推進に，1年目は新領域「希望

（のぞみ）」部会キャップ，2・3年目は，研究

主任として携わってきた。特に研究主任の2年間

は，校内の実践研究を計画的に推進するためのマ

ネジメントが求められた。本学校園では，研究推

進のための組織はある程度整い，その役割も明確

であるため，各年次の状況に応じて部会等の構成

を変更する程度で，研究を円滑に進めることがで

きた。また，研究構想や各種提案内容の受け止め，

子どもたちの実態を踏まえた主体的な実践，その

効果の報告等について，本学校園の教職員の協力

体制も得られた。

　しかし，それだけに，研究主任のかじ取りが問

われており，どのような展望を持ち，どのような

構想を提案し，その構想に沿った実施の効果をど

う評価してわかりやすく示すか等，研究開発とい

う観点での取り組みは試行錯誤の連続であった。

提案性のある研究構想の組織的な構築と教職員へ

の周知のための資料作成，幼小中異校種間の構

想・評価等の調整作業，実践の効果の適切なデー

タ処理や提示方法の検討，次年次の構想の再構築

のための全体協議等，報告書には掲載できなかっ

た取り組みや成果物も多々ある。

　本稿では，これらの資料を見直し，3年間の研

究主任としての研究推進マネジメントとその成

果・課題を明らかにしたいと考える。そのため，

研究成果物や全体研究部会の効果を自作の評価規

準により整理して示す。結果については，今後の

研究主任としての研究推進マネジメントや業務の

効率化に生かしたい。なお，この評価はあくまで

筆者個人の私見によるものであり，研究組織の検

討を経たものではない。

2　研究開発の概要と研究推進マネジメント

（1）研究開発の概要

　幼稚園から中学校にまたがる新領域「希望（の

ぞみ）」及び「希望（のぞみ）視点の保育」を中

心とした幼小中一貫自己開発型教育によって，社

会的自立の基礎となる能力・態度及び価値観の体

系的な育成を図る。具体的には，①自分と向き合

う活動の実施によるキャリア形成能力の自律的・

統合的育成，②学校園内外のリソースを生かした

「生き方」に関する体験的活動，③幼小中全期間

を通した基礎的・汎用的能力の育成に取り組む。

検証は，［1］能力・態度及び価値観の形成状況の

評価，［2］学力に関する調査（小中学生を対象）

による実施単元及びカリキュラムの効果測定，ア

ンケート評価や外部評価による。これらを踏まえ，

今後の幼児教育・義務教育段階における求められ

る人材育成の在り方に対する提言を行う。

（2）研究推進マネジメントと各年次の成果・課題

　3年間の研究推進計画に対して行った主な研究

推進マネジメントを表1に，各研究年次の主な成

果と課題を表2に示す。
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表1　研究開発の実施内容等と研究主任による主な研究推進マネジメント

年
次

1
年
次

2
年
次

3
年
次

実施内容等
研究主任による研究推進マネジメント

※（数字）はその年次のみ実施した事項

（1）研究開発に係る基礎調査・調整の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
①教育課程，校務等における新領域開発上の調整
②「成長意識」　「自己改善」等に関する児童生徒の意識調査

　を実施
（2）カリキュラム開発
①教育・研究構想案作成
②研究開発運営指導委員会による事前評価・申間評価の実施
　　（7　・11・　2，月）

③資質・能力の具体化・焦点化
④活動・単元及び教材，学習指導法の研究開発，活動・単元
　実践試行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D
⑤評価方法に係る研究
⑥公開研究会の開催
⑦初年度実践の評価
（3）初年度研究開発の評価及び第2年次研究計画案作成
①研究の成果と課題の明確化
②教育・研究構想案修正
③次年度教育課程試案及び年間計画案作成
（1）カリキュラム開発
①前年度作成カリキュラムの通年実施
②研究開発運営指導委員会による中間評価の実施
③活動・単元及び教材，学習指導方法の研究開発
④公開研究会の開催
⑤第2年次実践の評価
（2）第2年次研究開発の評価及び第3年次研究計画案作成
①研究の成果と課題の明確化
②教育・研究構想案修正
③次年度教育課程試案及び年間計画案作成
（1）改善カリキュラムの実施
①前年度修正カリキュラムの通年実施
②公開研究会の開催
③第3年次実践の評価
④研究開発運営指導委員会による最終評価の実施
（2）評価及び成果に基づく提言
研究報告書の作成

C

A

（計画）

・前年度に児童生徒の意識調査を実施
・ 研究構想の作成
・ 年間研究推進計画の作成
・ 各種様式の作成
・幼小中間の計画内容調整
・ 教職員への周知・協議のための資料作成
・ 評価計画（案）の作成
・ 各種委員会の企画
・研究開発だよりの発行計画
（実施）

・ 授業研究・研究会による研究成果の普及
・ 運営指導委員会の開催
・ 研究開発委員会の開催
・「希望（のぞみ）」部会への資料作成依頼，
　とりまとめ
・ 実践報告の作成依頼・収集
・ 報告書の作成
・研究開発だよりの発行
・ 幼小中間の実施内容調整
（評価）

・ 児童生徒質問紙調査の実施，集計，各部会に
　よる分析の推進
・ 各単元におけるパフォーマンス課題の設定と
ルーブリック評価の推進（3年次）

・ 児童生徒の作成物・教師の見とり等による質
　的評価の実施・集計・分析の推進
・ 幼稚園と小中の評価内容の調整
・ 教職員，保護者アンケートの実施・集計・分
析
（改善）

・ つけたい力，態度・価値観の焦点化
・ 目標構造の改善
・ 研究構造の改善
・各種様式の改善
・関連事項の整理
・ 研究推進スケジュールの整理
・ 幼小中間の相違事項の整理・調整
次年度へ

表2　各研究年次の主な成果と課題

次 成　果 課　題

1
年
次

・「なりたい自分」を合言葉に各学年，校種にて「希望

　（のぞみ）」の活動や単元を開発
・ 保育，授業の方法の確立や資質能力の育成

・ 幼小中12年間の系統性の明確化
・ 新領域「希望（のぞみ）」及び「希望（のぞみ）視

点の保育」の特色の明示

・保育・教科及び領域との関連性
・ 3つの学習領域（学びの領域）の設定，目標構造図の ・ 因子や活動のねらいを焦点化

作成による，12年間の系統性の明確化 ・ 各学習領域（学びの領域）を関連付けた単元開発

2 ・ 単元，活動のねらいを明確にした指導と評価の実施 ・ 積極的に粘り強く取り組む学習展開の工夫
年 ・ つけたい資質能力と態度・価値観の育成と評価方法の ・評価計画・方法・検証の改善

次 確立 ・教科と「希望（のぞみ）」の関連性の明確化

・道徳・特活との関連の検証
・ 幼稚園後期の「自分づくり」を意識した活動の開発

・ っけたい資質能力と態度・価値観を焦点化し，相互に ・「保育・教科」と新領域「希望（のぞみ）」の幼小

関連付けた新目標構造による実践・検証 中12年間一貫のカリキュラム開発

3 ・ 各学習領域（学びの領域）を関連付けたダイナミック ・幼小中12年間一貫の「発達と接続」を意識した，適

年 な単元開発と「希望（のぞみ）」の学習サイクル活用 切な学年区分による仮説検証
次 ・ 評価計画・評価方法・検証方法の統一（実践事例記載） ・幼小中12年間の成長を見とることができる，評価方

・ 教科と「希望（のぞみ）」の関連を図った取り組み 法の開発
・ 道徳・特活との関連の検証（実践事例記載）
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3　評価対象・評価規準・評価方法

（1）評価対象

　①3年間の研究開発推進のために作成した主な

　　図表・児童生徒質問紙・実践事例様式等：7

　　群31項目（図1～7）

　②3年間に開催した全体研究部会：24回

　　（表3～4）

（2）評価規準

　次の評価規準により自作のマトリックスを設定

した。

　研究の成果物については，①資料作成の難易度

（A：低いB：どちらともいえないC：高い）②

実践やその効果検証への有用性（A：なくてはなら

なかった　B：どちらともいえない　C：なくても

よかった）③研究開発校としての提案性（A：提案

性がある　B：どちらともいえないC：提案性が

ない）を評価する。

　全体研究部会については，①研修準備等の難易

度（A：低いB：どちらともいえないC：高い）

②実践やその効果検証への有用性（A：なくてはな

らなかった　B：どちらともいえない　C：なくて

もよかった）③研究開発校としての提案性（A：提

案性がある　B：どちらともいえない　C：提案性

がない）を評価する。

（3）評価方法

　3年間の実践やその効果の検証を踏まえて，上

記評価規準による評価結果を考察する。

　　　　こめざすチどちのニ
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1年次新領域「希望（のぞみ）」の構造図

図1研究構造図群

開発した活動（幼）・単元（小中）
をねらい別に色分け（H24年度末）

学年段階の学習領域（学びの領域）の　　3つの学習領域（学びの領域）の
位置付けとめざす子ども像（H25）　　　関係（H26）

図2　3つの学習領域の設定と関係付けに係る図表群
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ぞみ）」で取り扱うもの（H24～26）
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学年別評価の観点表（H24）
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目標構造図　焦点化（H25）
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図3 資質能力・態度及び価値観の整理と目標構造図の作成に係る図表群
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4　評価

（1）研究の成果物に対する評価

　3年間の研究の成果物（図1～7）について，

自作の評価規準に沿って評価した結果を表3に示

す。

表3　研究の成果物に対する評価
♪

’鋸　　の　易又 足や　　のタ果・ 研九開発父としての
検証への貢献度 提案性

評 （　　い　　’ 評西（　ま　て1ま 評面（　　　　が
番
号

名称 作成の目的
らともいえない　C高い）とその根拠 らなかった　Bあっ

たほうがよいがなく
る　　Bどちらともい
えないC提案性がな

ても推進できた　C い）とその根拠
なくても推進でき
た）とその根拠

図
1
研究構造図群

研究の基本的な考
え方について，図

式化し，イメージ
を共有化するため

C

12年間の子どもた
ちの育ちと，すべて

の教育活動の関係
の両方を示そうと
し，無理が生じたた

め，関係に絞って作

成していった。

A

成果・課題・改善

策を踏まえ，毎年

図を改善するこ
とで，研究主任間

や教職員の研究
構想への共通理
解に役立った。

B

2次元で示すこ
とは難しい部分
もあるが，12年
間の幼小中一貫
の学びが一見し
てわかるような
改善が必要であ
る。

1年次の単元・活 2年次の関係図作 3つの学習領域 本学校園オリジ

図
2

3つの学習領域の
設定と関係付けに
係る図表群

動の開発から3つ
の学習領域設定ま

での経緯や，関係
についてイメージ

C

成について，様々な

考え方があり，この

形に納まるまでに
時間がかかった。

A

の個別の捉えに
対し，多様な意見

があり，本図がイ

メージ交流の材

A

ナルの新しい学
習領域であるた
め，提案性はあっ
た。

を共有するため 料となった。

本研究開発で育て 初めに，出口である 実践の規準とな 学年毎の目標や
る能力・態度・価 9年，その後，年 るものであり必 評価規準の作成，

図
3

資質能力・態度及
び価値観の整理と

目標構造図の作成
に係る図表群

値観とその12年間
の系統について明
らかにするため C

長・2・6年，その
後全学年へ広げた。

毎年次，焦点化し，

修正した。評価部会

で内容・表現を何度

A

ず必要であった。

2年次は評価規
準の細分化・3年

次は目標の焦点
化等，各研究の段

A

実態や実践を踏
まえた焦点化は，

研究開発フォー
ラムでも，複数の

研究校から質問
も練り直した。 階で必要な資料 を受ける等提案

作成ができた。 性があった。

育てたい力・価値 領域・カ・価値観を 因子を整理する 研究開発フォー
資質能力・態度及 を焦点化に伴な 中央に配置し，年度 上で，研究主任間 ラムにおいて，実

図
4

び価値観に係る児
童生徒質問紙の関

う，児童生徒質問
紙の毎年度の変遷

A
ごとの質問紙につ
いて色分けして示

B や共同研究者等
との確認におい

A
践の足跡を説明
するのに役立っ

連とその変遷 について整理して した。 て，必要な資料で た。

とらえるため あった。

実践の中で，効果 1年次のナラティ 部会検討や指導 運営指導委員か
的だと思われた自 ブな自己開発活動 計画への位置付 らはこの学習サ
己開発型の学習ス の実践を「自分つく けは，各学習領域 イクルは，特に提

図
自己開発のための タイルや手立てを り」から部会がまと のねらい，指導方 案性はないとの

5
学習スタイルの確 図式化して示し， B め，さらに，各学習 A 法の明確化につ B 指摘であった。自
立に係る図表群 実践者の共通理解 領域毎の学習スタ ながった。 己開発のプロセ

を図り，より効果 イル案を研究主任 ルとして教科へ
的な単元・活動を が提案し部会が修 も応用できるよ
開発していくため 正した。 う改善したい。

「希望（のぞみ）」 1年次に整理した 共通アンケート 小中一貫の教科
と教科との関連に 関係を2年次に図 は，全教科での取 アンケートとし
ついて，イメージ 式化したが，適切な り組みの柱と て，今後発展さ

図
6

「希望（のぞみ）」

と教科との関連に
係る図表群

を共有したり，実
施の効果を検証し
たり，内容の関連
を図ったりするた

C

表現ができず，3年
次は削除した。2年

次から全教科共通
のアンケートを実

B

なったが，教科と
「希望（のぞみ）」

の関係について
の整理が十分で

B

せ，提案性のある

ものにしたい。

め 施した。3年次は年 きていない。

間指導計画を活用
し関係の洗い出し
をした。

図
7

教職員・保護者ア
ンケートに係る図
表群

教職員の意識及
び，保護者の理解
に係る調査のため

A

1年次のものを継
続して使用した。

B

実態把握できた
が，個々の記述内

容を改善に生か
しきれていない。

B

調査結果につい
て，報告書示し普
及できた。
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（2）全体研究部会について

　3年間の全体研究部会については，自作の評価

規準により，表4のように評価した。なお，1年

次，私は研究主任ではなかったため，

資料等により判断している。

当時の提案

表4　全体研究部会の評価

評価

研修準備等の難易度
実践や効果・検証へ

　　の貢献度

研究開発校と

しての提案性
年
　
次
月日 提案内容

評価　　（A低い　Bどちら
ともいえない　C高い）
とその根拠

評価　　（Aなくてはな
らなかった　Bあっ
たほうがよいがな

評価（A提案性
がある　Bどち
らともいえな

くても推進できた い C提案性が
Cなくても推進でき ない）とその根
た） とその根拠 拠

4月 ・ 研究開発の目的 提案のための理論 3年間の研究の 理論構築
4日 ・ キャリア教育の課題 構築・資料作成 概要とねらい実
5月 ・ 研究構想提案 践の具体につい
10日 ・ グループ協議・全体討議 て共通理解が図

・合言葉，基礎的・汎用的能力及び れた。 A

6月
4日

価値観の定義づけ
（年長・2年6年9年目標提示）・道徳・特活・教科との関連 C A

・ 研究開発学校連絡協議会報告
・ 指導案，単元指導計画様式・実践 実践記録と

7月 の記録の取り方・求められる実施 して普及

20日 の効果，検証の視点
A

・ 研究会へ向けて
8月
2日

・ キャリア教育について
A 講師による講義形
式

A
事例により共通
理解を図れた。

A
理論構築

1
代表による実践発 幼小中の実践の 実践記録と

年 表と学年1の実践 具体的イメージ して普及

次 8月
5日

・ 実践交流
（代表発表・グループ交流）

C
を交流した。レポー

トやプレゼンの作
A
や相互の課題を
共有できた。

A

成が必要であった
ため。

8月
27日

・ ナラティブ・アプローチについて A 講師による講義と
ワークショップ

A 共通理解を図れ
た。

A
理論構築

役割が多岐に渡り， 適切な運営につ 円滑な運営
10月 ・研究会へ向けての役割提案 C 資料作成に要する A ながった。 A による研究

時間大 成果の普及
・ 年度末に向けて 提案のための理論 実践の見直しと 理論構築

1．月
・ 各学年の年間活動例・シラバスの
特徴の交流と見直し

構築・資料作成 次年度の取り組
みへの共通理解

・評価の観点（希望部会） C A を図れた。 A
・ 運営指導委員会のまとめ

3月 　　　　　　o・ スコーフ，シークエンス
・ 次年度各種様式，日程

4．月 ・研究の方向性・研究授業保育の推 提案のための理論 研究2年次の概 理論構築

4日 進
C
構築・資料作成 要とねらい，実

4，月

15日
・「希望（のぞみ）」の目標 C

提案のための理論
構築・資料作成

A
践の具体にっい
て，共通理解が A

7月
19日

・研究会へ向けて B
実践のまとめ方

図れた。

提案資料の作成 幼小中の実践の 実践記録と

2
8月
2日

・ 実践交流 B A
具体的イメージ
や相互の課題を

A
して普及

年 共有できた。

次 10月 役割が多岐に渡り， 適切な運営につ 円滑な運営
23日 ・ 研究会へ向けての役割提案 C 資料作成に要する A ながった。 A による研究

時間大 成果の普及

1月

28日
・ つけたい力・態度価値観の見直し B

例を示し，全体で協
議

B
根拠まで明確に
示せなかった。

A
理論構築

提案のための理論 実践の見直しと 理論構築
3月
20日

・
運営指導委員会のまとめ・次年度各種様式，日程

C
構築・資料作成

A
次年度の取り組
みへの共通理解

A

を図れた。
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4月
4日

・今年度の研究の方向性・日程・

推進の具体
C 提案のための理論
構築・資料作成

理論構築

4．月

28日

・質問紙調査・単元指導案・活動
例の交流・教科との関連

C
提案のための理論
構築・資料作成

A

研究3年次の概
要とねらい，実
践の具体につい
て，共通理解が
図れた。

A

6月 ・ 発達心理学研修 A

講師による講義形
式

A

幼小中の自分づ
くりについて，

発達段階を踏ま
えて見直せた。

A

理論構築

3
年
次

7月
18日

・
実践事例のまとめ方・報告書の記載内容・役割

B

実践のまとめ方

A

実践や評価の示
し方について共

通理解を図れ
た。

A

理論構築

8．月

6日

・実践事例交流
（共同研究者による指導助言） C

報告書掲載用の提
案資料の作成

A

実践に対する指
導・助言により
実践事例の内容
を向上させた。

A

実践記録と
して普及

10月

22日
・ 研究会の役割を明らかにする。 C

役割が多岐に渡り，

資料作成に要する
時間大

A
適切な運営につ
ながった。 A

円滑な運営
による研究
成果の普及

3月

20日

・ 運営指導委員会のまとめ
・ 次年度の取り組み，各種様式

5　成果・課題

　評価により見えた，成果・課題は次のとおりで

ある。　（○成果・●課題）

○　研究開発実施計画に即し，資料等を活用して

　共通理解を図りながら，研究推進マネジメント

　を実施できた。

○　研究の成果物については，すべて，研究構想

　上必要な目的を持って作成できている。

●　資料作成の難易度Cに対し，貢献度・提案性

　等の効果がBであったものについては，作成目

　的の明確化及び効率化にむけ見直しを図る。

○　全体研究部会の内容を大別すると，①研究推

　進のための連絡，②理論構築のための協議，③

　実践交流，④講義の4種類であったが，それぞ

　れ研究構想に従って事前準備を入念に行い，開

　催できた。

●　年次が進むほど，上記①の占める割合が多く

　なっている。　「全体協議の場を増やし，個々の

　主体の自覚を促してほしい」等の意見があるこ

　とと併せ，検討が必要である。

○　毎年8月に開催した実践事例交流では，毎回

　レポートを持ち寄り，報告と協議の形式をとっ

　たが，3年次は，共同研究者である広島大学の

　先生方を招聰し，指導助言を加えたため，さら

　に充実させることができた。

●　研究初年度は，理論構築のため3回講師を招

　したがあったが，2年次は0回，3年次は1回

　であった。限られた時間の中ではあるが，理論・

　実践の向上を図る講演会を設定していきたい。

6　おわりに

　研究開発に係る3年間の研究推進マネジメント

とその成果・課題を明らかにすることで，今後の

適切な研究推進や業務の効率化につなげたいと考

え，成果物等を一定のものさしで評価する形で本

稿を構成した。しかし自前のものさしだけでまと

めたため，客観性を誇れるものとは言い難い。今

後は，実施の効果検証方法，研究組織の向上といっ

た内容も対象としながら，より客観的な規準によ

り改善を図ることができるよう，先行研究・実践

についての研鎭をしていきたい。
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